


























一九一五（大正四）年夏頃 興業部販売課に移り撫順炭の販売に従事、翌年五月には朝鮮京城事務所勤務を経て、一九一七年六月から本部に復帰、総務部調査課に配属となった。この満鉄時代には特に、一九一六年八月から満州・朝鮮をはじめ印度支那に至るまで経済調査 従事、また一九一八年には外務省および農商務省 嘱託となり、中国揚子江沿岸の商工業を 心とした経済調査にも従事し 多数の報告書 作成している。これらの調査を基にして 後に自著『揚子江を中心として』 （織田書店
一九二五年）を出版した。　
この満鉄時代には、上塚と国士舘との関係がはじまっ
た。上塚が興業部販売課に移った一九一五年の夏、中国の大連に渡っていた柴田德次郎と出会ったことが契機であった。当時の柴田は、早稲田大学専門部を卒業後、相生由太郎を頼って大連の福昌公司に勤務してい （野田大塊文書） 。後年、上塚は柴田との出会いを、自身の回顧録「私の満鉄時代」 （ 『満鉄会報』第五九号 六九年一月）で、次のように振り返っている。
販売課に移って間もなく、弧影飄然として一人の青年が東京からやって来た。胸に満腔の熱血を蔵し面は禅僧のよう 静であった。旧友が一夜小会を催して彼を迎えた。集まるもの五、 六に過ぎなかったが彼は盛んに時世を説き教育を論じ政治を批判し意気軒昂純真なる青年 奮起を促した。私は最も強く と共鳴した。それ以後毎週日 定めて時事を論じ、理想 語ろうと協議がまとまった。（中略）集会の日は、夕食を終える 六人の若人達は必ずそこに集まった。雨の日も雪の日も唯一張りの卓子囲んで胸中 磊塊を吐露した。談論風発興に乗ず
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寄せた。現在のところ、一九一六年六月の創刊号から第二巻第二号までは、残念ながら所在や内容が不明なため確認できない 確認できる最初の寄稿は、第二巻第三の論説「胡麻の花」 （ 『大民』一九一七年三月）であるが、先の上塚の回顧録から推し量れば、創刊号から原稿が掲載された可能性はあろう 以後、ほぼ毎号、時に 「上塚眠虎」 ペンネームで、 『大民』に寄稿を続けている。特筆すべきは、前述 上塚著『揚子江を中心として』の一部が、既に『大民』誌上に掲載されている点である。例えば、 「東亜のエルサレム」 （第三巻第一号） 「江蘇遍歴記」 （第四巻第三号） 、 江西東部舟行記」 （第四巻第九号）などで、満鉄の調査行程とともに最新の中国情勢を大民団の関係者に、逐次詳細に知らせていたことがわかる。　
中国の揚子江調査を直前にひかえた一九一八年秋頃、








館で興国大講演会を開催し、上塚は「帝国之自給自足と支那の将来」と題して三時間にわたる熱弁をふるった。また、一〇月六日には、麻布笄町の青年大民団本部で一宴が催され、大民団員の大歓迎を受けてい 。さらに同号には、 「大民同人」名で「上塚司氏を送るの辞」も掲載され、 「将来の支那問題、此人を俟つてそ 解決を見るべきあるを信じ、同人為めに邦家の至幸 慶祝して措かざる所なり」として 揚子江調査へ向かう上塚に大きな期待を寄せている。　
満鉄の揚子江調査を終えた上塚は、満鉄を退社し、
政界へ進出する一九二〇年五月、上塚は、第一四回総選挙で政友会系として熊本県第 区に出馬し 最年少の三〇歳 当選、衆議院議員とな 。これにともない満鉄を退社、 界へ進出 た。以後、政友会系の議員として、戦後は自由党系議員とし 計七回（第一四・一六・一八・一九・二二・二五・二六回総選挙）の当選を果たして る。一九二三年には、デンマークのコペンハーゲンで開催された第一二回万国議員会議に衆議院議員代表として参加し、欧州諸国を歴訪するとともに、帰国時には米国も周遊した。その見聞 基に上塚は、 『理想的農業国デンマーク土産』 （泰文館書店）を一九年に出版している。
　
この時期の上塚は、政界で一定の地位を築く傍ら、国















五〇名の各種学校であっ 。その設置には、一九二五年設置の国士舘商業学校が第一回卒業生を輩出するにあたり、その後の高等教育機関が求められて ことが背景にあった。加えて前述の通り、上塚が一九二八年以降にアマゾン開拓事業に関わりはじめていたこともあり、実務学校 は
拓
植科も設けられた。ところが実務学校は文




官事務取扱に就いている。一九三六年の二・二六事件で、高橋が陸軍青年将校に暗殺された後、上塚は高橋の口述を編集して『随想録』 、 『高橋是清自伝』 、 『高橋是清経済論』 （全て千倉書房）の三冊を、同年中に逐次出版した。高橋が生前、自身の口述を託していたことは、いかに上塚を高く信頼していたかを窺えるだろう。この上塚との関係から高橋は、国士舘をたびたび訪れ、一九二七年に「創立一一年回紀念日」に参列し、また翌一九二八年には大講堂で講演も行っている。　
上塚がこの間、広く政財界の知遇を得たことは、容易

























構の前身）の副会長に就任した。一九五 年にブラジル政府より南十字星大勲位章を授与 また 六五 には勲二等瑞宝章を授与された。 七八 〇月、八八歳で逝去した。　
これらの上塚司の略歴を見れば、多方面で活動した人
物であることがわかる。その生涯の中でも、国士舘との関係は、一九一五年から一九三二年までの約二〇年間わたった。上塚が、一九三〇年四月に国士舘が設置した国士舘高等拓植学校の校長として、 教育と運営の全てを担っ こと 言うまでもない ここでは最後に、上塚が国士舘創立期において、運営の中核を担ったこ を強調し おきたい。　
上塚は、 満鉄時代に柴田德次郎と親交を深めたことで、
国士舘創立前の青年大民団発足時より、遠く中国の地からその活動を支えた存在であった。当然、一九一七年に創立した国士舘への期待も きく、常に動向を見守っている。例えば、上塚は香港から柴田宛に書簡を送り、 「士舘建築の進行に就ては野田逓相より雲南吾城宛にて詳しき書状到来、既に承知、祝福に不堪候」 （ 『大民』第六巻第一号）と、大講堂をはじめとする世田谷での校地整備の遂行を祝している。　
上塚の帰国後の一九二〇年以降は、衆議院議員として
の多忙な身を賭しつつ、国士舘運営の一翼を担った。財団法人国士舘 理事・評議員を務め ことを じめ、特に会計担当として国士舘維持委員会の にも関わったことは、それを顕著に示している。例えば、福岡の実業家麻生太吉宛に、上塚は柴田との連名で書簡を送り、たびたび募金を依頼するなど、実際に運営の労を担っている。上塚は、政界に身を置き素性も明確である。特に、政界で一定の地位 築く大 物に対して国士舘支援 得る際、上塚の果たす役割が大きかったことは容易に推察できるのである。
